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特定非営利活動法人 冒険あそび場-せんだい･みやぎネットワーク 

2025(令和 7)年度 事業報告 
 

（2025 年 6 月 1 日～2026 年 5 月 31 日） 

 

 

 

2025 年度事業概要 

  

2025 年度は、当会が法人化してから満 20 年、自由な遊びの価値の発信し続けてきた海岸

公園冒険広場も 7 年半の休園期間をはさみ開園 20 年を迎える節目の年となった。「こどもが

遊び育つための豊かな地域と社会環境を再構築する」ことを目指して、20 年間さまざまな活

動に取り組んできた一方、社会の情勢を見ると、震災・コロナ禍という大きな出来事を経て地

域の力はそがれていき、また最近では猛暑やクマなどかつては考えられなかった事象もあり、

こどもを取り巻く環境はますます厳しくなってきている。 

そんな中ではあるが、2025 年度も、前年度に引き続き、県内の複数の地域で新たにプレー

パーク活動を始める団体が生まれるなど、遊び環境づくりのひろがりが見えてくる一年となっ

た。市民側の動きに呼応し、仙台市・宮城県はじめ、自治体側の施策も増えてきており、冒険

あそび場－せんだい・みやぎネットワークとして、こうした動きを後押しする形で、さまざま

な取組みを行なった。 

2020 年から力を注ぐ仙台市の「遊びの環境の充実」施策関連の協働事業として、2025 年

度は前年度に続き「遊び場展開事業」を実施した。屋内遊び場建設予定地にも決まった西公園

南側地区から身近な施設としての小学校、そして子育てイベントで遊び場活動を展開し、自由

な遊びの価値を発信しプレーパーク活動の普及にも貢献した。プレーリーダー育成推進事業も

2 年目となったが、それら取組みの中で見えてきた中間支援の必要性を伝えてきた結果、2026

年 4 月からは「プレーパーク等コーディネーター配置事業」スタートするなど、今後に向けて

少しずつ歩みを進めている。 

またこの一年は、「宮城県 NPO 等の絆力を活かした震災復興支援事業」として、仙台市街

でも講座・交流会等を展開した。県立加瀬沼公園でのプレーパーク事業と連携しながら、県内

の他地域へのひろがりも見通す年となった。 

指定管理者として運営する「海岸公園冒険広場」も、酷暑など厳しい状況にも見舞われなが

らさまざまな工夫をして来園者を迎えた。震災発生から 15 年がたち、中学生以下はみな震災

発生後生まれとなる中、次世代への伝承も課題と考え取り組んでいる。また沿岸部周辺地域で

は、今も震災の渦中と言える状況もあるものの、引き続き遊びを軸にしながら地域の思い出を

つなぎ、魅力を伝えていくことを目指し、遊び場・交流サロンなどの取組みを続けた。  
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◎ 事業計画に掲げた「重点的取り組み」の達成度評価について 

   
 2025 年度事業計画において掲げた６つの重点的取り組みについて、4 段階の達成度評価を行なった。 

定款に沿った事業区分に基づく「１．～ ９．」の記載内容との対照と合わせ、本表にまとめる。 
 
「重点的取り組み」

項目 
主な事業 

定款 

区分 
2025 年度成度評価 
（◎-○-△-×の 4段階） 

① 

海岸公園冒険広場

の着実な運営と、周

辺も含めた展開 

・指定管理者として、海岸公園冒険広場の着実な

運営 

・震災の「記憶」の保存・記録・発信や、経験を

活かした事業による防災への貢献 

・冒険広場および周辺地域の魅力を引き出す、生

き物・みどりと親しみ伝える活動 

・沿岸部の他の活動・施設とも連携しての、地域

の交流や賑わいの創出 

・震災を伝えるほか、体験活動等も含めた学校の

授業等への協力 

 

１． 

２． 

４． 

５． 

６． 

８． 

◎ 
年間来園者すうは減少したものの、猛

暑時の水遊び等の様々な工夫も継続し

来園者の減る夏季・冬季に前年度を上

回る来園者を迎えた。加瀬沼公園プレ

イパークとも連携し自由な遊び場の価

値を伝える拠点となっている。 

また、周辺団体・施設との連携事業に

取り組み、沿岸部のもつ魅力の発信も

行なっている。 

②  

震 災 被 害 の 大 き

かった地域を中心

に取り組む遊び場

づくり等 

・東日本大震災被災地域周辺での遊び場活動 

・遊び場活動と連携した、思春期年代の子の居場

所づくり事業の試行 （以上、子ども未来支援財

団子どもサポート基金事業） 

・地域との連携を進めるための、遊び場実施地域

での地域行事への協力 

・遊び場活動と連携した、交流サロン事業等の継

続（宮城県 NPO 等による心の復興支援事業） 

１． 

３． 

５．

８． 

◎ 
遊び場開催や地域行事協力を継続し、

計画以上の回数を実施した。遊び場で

見えたニーズをもとに居場所づくり事

業や交流サロン事業も継続した。 

③ 

地域住民による遊

び場づくり活動の

促進・支援 

・プレーリーダー養成講座の実施（仙台市プレー

リーダー育成推進事業の受託実施）  

・住民発意による遊び場運営の支援・促進  

・活動者の学習・交流の機会づくりと遊び場づく

りモデルの整理 （「宮城県 NPO 等の絆力を

活かした震災復興支援事業補助金」事業）  

・北山活動ベースを拠点とした市民ネットワーク

づくり 

2． 

４． 

5． 

6． 

８． 

◎ 
昨年度に続き個人・既存団体からの活

動支援要請に応えた。また、市が実施

する支援事業も受託すると共に県の補

助金を活用して学習会・交流会等も実

施し、遊び場づくりの担い手のフォ

ローアップ・ネットワークづくりにも

取り組んだ。 

  

④ 

子ども・子育て支援

計画の策定も受け

た、調査・提言・実

践活動 

・「仙台市百年の杜づくりプロジェクト推進計画」

策定後の施策動向の確認・参画  

・仙台市が実施する「遊び場展開事業」「プレー

リーダー育成推進業務」の受託実施  

・仙台市「プレーパーク等運営補助事業」の実施

状況の確認・提案  

・宮城県が県立加瀬沼公園で実施するプレーパー

ク事業への参画  

・県内自治体が策定したこどもに関する計画につ

いての情報収集  

・こども家庭庁の施策実施動向のフォローアップ 

2． 

３． 

7． 

８． 

◎ 
仙台市「遊び場展開事業」「プレー

リーダー育成推進業務」の取組みを通

して、さらなるプレーパーク活動の市

内への普及・展開および担い手の発

掘・育成を図り、また今後に向けた提

案を行なった。県立加瀬沼公園でのプ

レーパーク事業も受託、普及・啓発に

つなげている。また、事業を通しての

さまざまな提案を行ない、仙台市によ

る中間支援事業創設にもつながった。 

⑤ 

のびすく若林と連

携した、乳幼児親子

への遊びの大切さ

の発信 

・のびすく若林の日常運営のなかでの、ふるさと

広場も活用した外遊びの機会の創出 

・「おそとのびすく in 木ノ下公園」「出前のび

すく」の継続的な展開 

・②の遊び場活動とも連携した、「てくてくプレー

パーク」の展開（のびすく若林連携事業） 

8.(8) 

◎ 
日常的な外遊びの取り組み「おそとの

びすく」およびイベントの形をとる

「のびすくプレーパーク」を、のびす

く若林に隣接する若林区ふるさと広場

で実施すると共に、出張形式の「おそ

とのびすく in 木ノ下公園」「てくてく

プレーパーク」についても定期開催し

た。 

⑥  

組織運営基盤づくり 

 

・ここまで整えてきた組織体制の安定化 

・施策動向をにらみ、人材育成の方向を見出す 

・新たな自主財源の開発を含めた長期的な収支見

通しを見定める 

９． 

△ 
職員交代に伴う事務局体制づくりは、

引き続き課題となっている。 

また、新規自主財源の開発も含め、長

期的な収支見通しを立てるには至って

いない。 
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 (1)事業実施にあたっての、連携組織の構築 ： 海岸公園冒険広場運営委員会 

地域に根差した公園運営を目指し、地域関係者を委員にした運営委員会を開催した。 

・東六郷コミュニティ市民委員会 
・七郷地区町内会連合会 
・六郷小学校、七郷小学校 
・仙台市私立幼稚園連合会若林地区 
・六郷市民センター・児童館 
・七郷市民センター・児童館 

・せんだい 3.11 メモリアル交流館 
・仙台市若林消防署六郷分署 
・仙台市若林区まちづくり推進課 
・仙台市若林区公園課 
・仙台市建設局公園管理課、百年の杜推進課 
・海岸公園馬術場 

 
 
 (2)その他、他団体とのネットワーク 

   ＊NPO法人せんだいファミリーサポート･ネットワークとの乳幼児事業における連携（事業 8.(2)⑥･(6)等） 

   ＊仙台市遊び場展開事業における連携（プレーワーカーズ、都市デザインワークス、西公園プレーパークの会、寺岡

紫山プレーパークの会、ひがこうプレーパーク、よへえぬまプレーパーク、西公園プレーパークの会、よへえぬまプレーパー

ク、あすとのあそびば、南材木町小学校、同小ＰＴＡ、同小おやじの会「南材おやじ倶楽部」、田子小学校、ユーメディア、

同小 PTA,山形大学住環境デザイン研究室） 

   ＊海岸公園各地区指定管理者による「海岸公園運営協議会」（仙台市公園緑地協会事務局） 

      ＊ふるさとの杜再生プロジェクト（仙台市百年の杜推進課事務局）委員 

   ＊宮城県子ども・若者支援会議（チャイルドラインみやぎ事務局）参加 

   ＊仙台海⼿ネットワーク（荒井タウンマネジメント事務局）参加 

   ＊わたしのふるさとプロジェクト（六郷市民センター事務局）参加 

＊日本冒険遊び場づくり協会 地域運営委員 
  

 上記の他、事業 8．の各事業実施にあたり、地域団体、NPO、児童館、市民センター、小学校等、

各行政機関、ほか多くの団体と連携を行なった。 
 
 

２．冒険あそび場の活動等に関する情報の収集・ならびに提供に係る事業 

 
 (1) 宮城県内外の冒険遊び場活動についての情報収集・発信 

理事会を中心とした仙台市周辺の冒険遊び場活動についての情報交換に加え、仙台市受託事業

「遊び場展開事業」「プレーリーダー育成推進業務（プレーリーダー養成講座）」のほか、「宮城

県 NPO 等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金」事業（2025 年度新規事業）等の取り

組みを通して広がり深まった他団体・個人とのネットワーク等を通じて、県内外の遊び場づくり

活動の情報を収集すると共に、活動に関心のある人たちに紹介した。 
 
 (2) ホームページ・SNS を活用した情報発信   

＜HP＞ https://bouken-asobiba-net.com/ ＜インスタグラム＞ https://www.instagram.com/bouken_asobiba_net/ 

公式 H`P では、事業の告知・報告に加え、日々の遊びの様子の発信にも意識して取り組んだ。スマ

ホでの情報取得が中心になる保護者層を意識して昨年度強化したインスタグラムによる継続的な発信

にも取り組んできた結果、フォロワー数は 1000 人に迫りつつある。法人インスタグラムに加え、加

瀬沼公園プレイパークのインスタグラムも運用している。冒険遊び場に触れる機会の無かった親子や、

ボランティア活動の参加希望者に情報を届け、その増加にも寄与している。 
  
 (3)「冒険あそび場だより 2025」の作成 

昨年度に引き続き、団体のミッションから各活動の内容まで掲載、団体紹介の資料としても活用で

きる形のものとして制作した。 
 
 (4) 取材・報道等への協力 

＜テレビ＞ 10/2(木) NHK「てれまさ」内「みやぎ UP-DATE」イナゴ 遊び場でのイナゴとりの取材   他 
  

 

１．こどもの育ちを支える地域活動を行なう団体や個人とのネットワークをつくり、 

それを広げる事業 

https://bouken-asobiba-net.com/
https://www.instagram.com/bouken_asobiba_net/
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３．地域社会の子育て、遊びに係る調査・研究事業   

 
(１) 県内自治体が策定するこども計画実施動向のフォローアップ 

県内の自治体のこども計画における、こどもの遊び施策について、情報収集を行なった。特に仙台市に

おいては、「百年の杜づくりプロジェクト推進計画 2021-2025」や、2025 年 3 月に策定された「仙

台市遊びの環境の充実に向けた取組方針」の施策実施状況や課題について、ヒアリングを行なうなどした。 
 

(２) こども家庭庁の施策実施動向のフォローアップ 

こども家庭庁の施策について、web 上の公開情報をベースに情報収集を行い、オンライン上での勉強

会などにも参加した。 

 

４．冒険あそび場づくりへの相談・支援に係る事業 

 
冒険遊び場づくりへの相談のほか、遊び場づくり団体、その他 NPO、行政、学校、研究者等から寄せ

られる各種相談に対応、必要に応じ具体的な支援も行なった。 

今年度は特に、「遊び場づくりによる地域の絆ネットワーク事業（宮城県 NPO 等の絆力を活かした震

災復興支援事業補助金事業）」として仙台市外も含む地域で交流会・学習会を連続開催した。（事業 6 参照） 

2026 年 4 月からは、仙台市がスタートさせた「仙台市プレーパーク等コーディネーター配置業務」

を受託し市内の相談・支援体制の整備に取り組んでる。 
 
(１)地域主体の遊び場づくり支援  

2025 年度も「プレーパーク活動等運営補助事業」を受け、新たに活動をスタートする団体への支援を

はじめ、県内各地での遊び場づくりに関する相談・支援を行なった。また、事業 6．(1)仙台市プレーリー

ダー養成講座や、事業 5．(1) 仙台市遊び場展開事業を通じて担い手の発掘・育成を行った。 
 

地域 活動 支援内容 日付 回数 

青葉区 かいがもりプレーパーク 開催支援 6/22、7/30、9/7、11/2、

12/7、2/1 

6 回 

青葉区 あそびのうつわをひろげる会 

｢あそぶカフェ｣ 

開催支援  

（原則毎月第 3・4 日曜日） 

6/1、6/15、7/6、7/20、8/24、

9/7、9/21、10/5、10/19、

11/12 、 11/16 、 11/23 、

12/7、12/21、1/18、2/1、

2/15、2/22、3/1、3/15、4/5、

4/19、5/17、5/24 

24 回 

宮城野区 蒲生なかのプレーパーク プレーリーダー派遣 8/25、10/12 2 回 

宮城野区 Open Village ノキシタ 

「プレーパークノキシタ」 

開催支援 

（原則毎月第 1 金曜日開催） 

6/6、7/4、8/8、9/5、10/3、

11/7、12/5、1/9、2/6、3/6、

4/10、5/8 

12 回 

泉区 てらむらプレーパーク プレーリーダー派遣 6/1、6/29、8/31、10/5、

11/16，12/28，3/1、4/12、

5/10、 

9 回 

若林区 ふるじろプレーパーク プレーリーダー派遣 6/29、8/1、8/31、9/28、

10/18 、 10/26 、 11/30 、

1/25、3/29、5/31 

10 回 

若林区 六郷キッズファームプレーパーク 開催支援 …事業 8.(2)④  

石川県 能登半島地震被災地域での 

プレーワーカーズによる支援活動 

プレーカー派遣 通年（2025 年 4 月まで）  
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※表中の「支援内容」区分  ・開催支援…プレーパークを開催したい地域団体や個人に対して、「プレーリーダー」

としての役割をはじめ、開催実施の運営についても担う。 

・プレーリーダー派遣…自力でプレーパークを開催している団体に対して、より良くす

るためにプラスアルファのスタッフとして応援に行く。 

・活動支援…実際の開催現場には行かず、運営についてのアドバイスや相談を受ける。 
 
F 

(2)講師派遣等 

6/23(月) 蒲町こども園 講師派遣 

・11/2(日) 南光台子ども会育成会 インリーダー研修 

・11/22(土)～25 「あそびばせんだい in アエル」へのプレーリーダー派遣 

・9/30(火) 地域型保育事業保育従事者研修Ⅱ (仙台市主催) 

・12/7(日) こどもの遊び環境デザイン講座 2025 かいがもりプレーパーク編 

・２/23(月) プレーパーク勉強会 「東日本大震災から１５年。今一度考える“プレーパークの意義”」 

・5/15(金)  河原町すいせんこども園研修  
F 
 
 

(4)研究者・学生からのヒアリングへの対応等 

・10/24(金) 「六郷地区における社会資源に関する調査」ヒアリング（東北学院大学地域総合学部

地域コミュニティ学科菅原真枝教授ゼミ） 

・11/5(水) 内閣府令和 7 年度「非常時におけるこども・若者の意見反映等の在り方に関する調査研

究事業」ヒアリング（受託者：有限責任監査法人トーマツ）       他 
 
 

(5)視察・見学受入れ等（海岸公園冒険広場等） 

・4/24(木)他 東北農政局（海岸防災林の復興についての視察） 

・7/27(日) もりとこプレーパーク 

・9/20(土) プレーパークせたがや 

      こどもとおとなの今 だらっと 

・10/27(月)・11/12(水)・15(土)・26(水) (一財)3.11 伝承ロード推進機構 

・11/2(日) 日本建築学会 

・11/5(水) 津波防災訓練 馬術場職員参加 

・11/21(金) 石巻市建設部都市計画課 株式会社ドーコン 

・2/15(日) 3.11 伝承ロード主催「学びの旅 仙台湾岸エリア復興ツアー」 

 
 

５．冒険あそび場の普及・啓発、及び運営に係る事業  

 
 

(1) 仙台市遊び場展開事業の受託実施 

2020 年度の「遊びの環境に関する調査・研究業務」・2022 年度の「遊びの環境に関する実証実験業

務」を受け、2023 年度は「プレーパーク活動等普及啓発業務」を行い、2024 年度は既存資源として

の自然や施設の活用を目的とした「遊び場展開事業」を実施した。また、2025 年 3 月には、これまで

の取り組みをふまえ、「仙台市遊びの環境の充実に向けた取組方針」を策定され、「せんだいこども若者プ

ラン 2025」では「遊びの環境充実」が基本施策として位置づけされた。 

本年度は、昨年同様仙台市内にある既存資源としての自然や施設の活用とプレーパークの普及を目的と

した「遊び場展開事業」を実施することとした。また、会場としては、屋内遊び場の建設予定地としても

注目されている場所である西公園南側地区にて開催し、屋内遊び場建設後の屋内外の連携を見据えた実施

を行なった。。公募に対して、一般社団法人プレーワーカーズ、NPO 法人都市デザインワークスと組む共

同事業体「せんだい遊びとまちネットワーク」（当会が代表団体）として応募し受託実施した。 

本業務では、プレーリーダーを配置したプレーパークを下記の日程で開催すると共に、各回に合わせて

ボランティアスタッフや連携遊び場活動団体スタッフを募って研修を行い人材育成の役割も担った。 
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8/9(土)、8/10(日)、8/26(土)、8/17(日) 

10 時～16 時 

西公園南側地区、広瀬川会場 身近にある自然豊かな環境での

プレーパーク 

10/13(月・祝) 10 時～16 時 国際センター展示棟（みんなで子育て

フェスタ&健康フォーラム） 

プレーパーク活動の普及・啓発 

11/30(日) 10 時～12 時 

12/14(日) 10 時～12 時、13 時～15 時 

南材木町小学校 

身近にある既存施設でのプ

レーパーク 1/31(土) 10 時～12 時(予定) 

→感染症流行により、直前に中止決定 

田子小学校 

 
 
 
(2) 仙台市遊び場展開事業（商業施設）へのプレーリーダー派遣 

上記遊び場展開事業と別枠で募集され、11 月の 4 日間アエル 5 階多目的ホールで実施された「仙台市遊

び場展開事業（商業施設）」（受託：ユーメディア）に、プレーリーダーを派遣した。 
  

(3) 若林区を中心とした、海岸公園冒険広場と連携した巡回型遊び場の運営（→事業８．参照） 

指定管理者として運営する海岸公園冒険広場と連携する形で、若林区六郷・七郷地域を中心に、プレー

カーを活用しての巡回型遊び場を運営した。 
  

(4) 宮城県を中心とした遊び場活動の支援 （→事業４．参照） 

仙台市を中心に、県内各地で始まっている遊び場づくりの取り組み等を支援するため、プレーリーダー

派遣等を行った。 

 

６．プレーリーダーの養成に係る事業  

 

仙台市主催事業としては 2 年目になる「プレーリーダー養成講座」の他、、「宮城県 NPO 等の絆力を活

かした震災復興支援事業」による学習会・交流会等を実施し、座学と実践を組み合わせ人材育成の場を設けた。 
 
(1) 仙台市プレーリーダー養成講座（仙台市プレーリーダー育成推進事業） 

講座名称 実施場所 日時 研修修了者数 

夏のプレーリーダー

養成講座 

・東京エレクトローンホール
宮城  

・西公園 

2025 年 7/12(土)・/13(日)  
 10 時～16 時 

9 人 
※参加者 10 人 

秋のプレーリーダー

養成講座 

・トークネットホール仙台  
・西公園 

2025 年 11/8(土)・/9(日) 
10 時～16 時 

13 人 

講  師：廣川和紀（一般社団法人 プレーワーカーズ）・ 斉藤信三（当会 プレーリーダー） 

協力団体：西公園プレーパークの会 
 

(2)その他の講座・研修 等 

実施日 内 容 講師等 実施枠組等 対 象 

2025/6/12 市民防災の日「シェイクアウト訓練」 内部研修 
海岸公園冒険広場
指定管理業務 

スタッフ 

6/17 個人情報保護について 内部研修  スタッフ 

7/5 プレーパーク交流会 in 楽農村 当会プレーリーダー 
宮城県 NPO 等の
絆力を活かした震
災復興支援事業 

活動者 
ボランティア 

7/15 熱中症対策について 内部研修   

7/27 「あそびばせんだい」 
ボランティアスタッフ研修 

当会プレーリーダー 
仙台市遊び場展開
事業 

活動者 

ボランティア 

10/5 
プレーパーク学習会 

～場づくりのノウハウ～ 
当会プレーリーダー 

宮城県 NPO 等の
絆力を活かした震
災復興支援事業 

活動者 
ボランティア 

10/21 事業半期ふりかえり 内部研修  スタッフ 

11/18 事業目標について 内部研修  スタッフ 



7 

 

11/５ 津波避難訓練 内部研修 
海岸公園冒険広場
指定管理業務 

海岸公園井土地区 

指定管理者 

2026/1/18 こどもの遊びに関わる大人の交流会 当会プレーリーダー 
宮城県 NPO 等の
絆力を活かした震
災復興支援事業 

活動者 
ボランティア 

1/20 
震災 15 年～海岸公園冒険広場で伝

えていけること 
内部研修  スタッフ 

2/7 
プレーパーク学習会 

～安全管理のノウハウ～ 
当会プレーリーダー 

宮城県 NPO 等の
絆力を活かした震
災復興支援事業 

活動者 
ボランティア 

 

その他、新規職員を中心に、フには資質向上のため外部研修を受講する機会を設けた。 

 ・川に学ぶ体験活動協議会「2025 年 RAC リーダー研修」 

 ・プレーワーカーズ主催「外遊びを通じて子どもと関わるプレーワーカー養成講座」 等 

 

(3) インターン受入れ 

・SOMPO 環境財団「CSO ラーニング」長期インターン生（8 か月） 2 名 受入れ 
 

(4) ボランティア受入れ  

・杜の伝言板ゆるる「NPO で高校生の夏ボラ体験」受入れ …夏休み中 3 日間 海岸公園冒険広場 3 名 

・東北大学課外・ボランティア活動支援センター ボランティア支援学生スタッフ“SCRUM”ボランティア活動体験会協力 

※その他、ホームページ経由等で、個別のボランティア受入れを行なった。  

 

７．こどもの遊び・成育に関わる施策提言に係る事業  

 
(1) 仙台市「こどもの遊びの環境充実」施策関連   

仙台市が前年度「遊びの環境の充実に向けた取組方針」を策定し、６つの主な取組として「プレーパー

ク活動の推進」をはじめ「自然を活用した遊びの充実」「既存の施設での遊びの充実」等が位置付けられ

たことも受け、各地域の活動団体の取り組み状況を踏まえた事業内容の提案を含め、事業実施に積極的

に参画していった。それらの事業の中で中間支援の必要性を見出し提案していった結果、4 月から「仙

台市プレーパーク等コーディネーター配置業務」がスタートしたのも協働の成果と言える。 

・仙台市遊び場展開事業（せんだい遊びとまちネットワークとして受託実施） 

・プレーリーダー等育成推進事業（せんだい遊びとまちネットワークとして受託実施） 

・仙台市プレーパーク等コーディネーター配置業務 
 

(2) 仙台市みどりの基本計画の新計画期間の施策動向の確認・提案 
「仙台市みどりの基本計画及び「百年の杜づくりプロジェクト推進計画 2021-2025」に記載された

「プレーパークの拡充」や、「プレーパークの普及啓発、プレーリーダーの育成推進、活動の内容に応じ

た柔軟な公園運用」について、担当課にヒアリングを行ない、現状と課題を把握した。 
 

(3) 宮城県事業「加瀬沼公園プレイパーク」への参画 

 宮城県が取り組む県立公園でのプレーパーク事業についても、事業へ参画しながら、県内の公園の利活用

を進める提案を行った。 
 

(4) こども家庭庁設置に関連した施策動向の確認 

こども家庭庁設置に伴い検討される居場所づくりについての事業実施見通しについて、日本冒険遊び場

づくり協会学習会などの機会も利用し、情報収集した。 
 

(5) 自治体の計画づくりプロセスでの提案 

仙台市が策定する「（仮称）西公園屋内遊び場基本計画」「広瀬川（大橋周辺）水辺利活用の基本計画」

等において、ヒアリングを受け、また検討委員として参加して意見を述べ、提案を行なった。 
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８．行政との協働事業を含む先駆的、実験的なまちづくりや地域づくりの推進に係る事業  

 
(１) 海岸公園冒険広場の運営 【仙台市指定管理業務】 （(株)東洋緑化と共同企業体を構成し運営） 

週 6 日開園（毎週火曜日休園）  来園者数：約 12.１万人(2025.4～2026.３) 

2025 年度の公園来園者数は、来園者の増えるゴールデンウィーク前後や秋の芋煮会シーズンの週末

に天気が悪い日が重なったこともあり、2024 年度と比較してやや減少した。一方で、昨年減少が多かっ

た夏季・冬季の利用者数については前年度より増加が見られた。灌水チューブを使った噴水や、手作りの

ウォータースライダーやプールといった水遊び、日よけネットを使った日影の増設など暑い中でも遊べる

ように工夫をすると共に、冬季にはイベントを増やすなど、例年来園者が減る時期に遊びに来るきっかけ

となる取り組みは続けている。2 月に、この時期として初めて駐車場が満車になる日も発生した。 

自主事業については、7 月に 2005 年の開園から満 20 年を記念し「みんなおいでよ！ぼうひろ 20

周年水まつり」を実施、大スライダーは好評でその後も活用した。また、毎年恒例になっている諸事業も

継続、せんだい 3.11 メモリアル交流館と連携した貞山掘での生き物探し、若林消防署と連携した防災イ

ベント、のびすく若林と連携して未就園児向けの企画あど連携事業も多く実施した。その他、（2）事業と

連携し市街地を含む周辺地域と本公園のつながりを生んでいる。特に本公園のある井土地区周辺での「ｙ

豊かな自然環境を活かした遊び場」については通年で実施し、町内会やまちづくり推進協議会、生産組合

と連携しながら、季節に合わせ虫捕り、イナゴ採りや氷遊び等身近な自然や地域で遊ぶことを再認識して

もらう提案を行うことができた。また六郷東部中心にの地域行事にも参加し、東日本大震災被災地域のコ

ミュニティ活性化にも取り組んだ。 

また再開後の重要な役割である震災伝承・防災についても継続して取り組み、3 月には震災発生後 15

年を振り返る展示等も行なった。 
 
(2) 冒険広場周辺地域で開催する遊び場 

海岸公園冒険広場周辺被災地域を中心とした巡回型の各あそび場は、新型コロナウイルス感染症の影響

などで一部活動場所を移しつつ、海岸公園冒険広場再開後も活動を継続してきている。 

＜若林区：七郷地域の遊び場＞ ①② 

七郷地域では、集団移転先・復興公営住宅も多く立地すると共に、地下鉄東西線開通も受けて増え

続ける住民の受け皿になっている区画整理区域を中心に、新住民同士、新住民と旧住民、各校の児童

同士など多様な交流の場となる遊び場づくりを目指してきた。 

今年度も、七郷中央公園を中心にこどもが自由に遊ぶコミュニティの拠点となることを目指して継

続的に活動を実施した。 
 

① 七郷中央公園プレーパーク 計 24 回 のべ 1608 名【子どもサポート基金助成】 

乳幼児から大人まで多世代が立ち寄る七郷中央公園ならではの多世代交流の場としての役割も果たし、

地域コミュニティの活性化にも一定の効果を果たしている。また、近隣のフリースクールと連携しての開

催も継続してきた。 

これまで継続して開催してきたことにより、この場を自分の遊び場と感じている常連の小学生が増えて

きたことを感じる。自分たちで遊具づくりをしたり、友人を誘って連れて来るなどの場面が多くみられた。 
 

② てくてくプレーパーク（七郷中央公園他）計 13 回のべ 558 名 【のびすく若林連携事業】 

七郷中央公園プレーパークとの連続性も生まれ、乳幼児親子に限らない参加者が増加しており、地域内

に多世代の出会いや交流を生み出す場となっている。また、参加している乳幼児親子が連携している近隣

の子育て支援施設とつながるきっかけともなっている。 

若林区内のこども園や市民センターと連携しての開催を行っている「お出かけてくてく」は、連携先の

スタッフの外遊びに対するハードルを下げ、地域とつながりやすい環境づくりの助けとなっている。 
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＜若林区：六郷地域の遊び場＞ ③～⑥ 

若林区六郷東部地区（旧東六郷小学区周辺）で被災した人の多くは、同じ六郷地域のやや内陸の場

所（六郷小学校学区周辺）に移り住んだため、移転先の地区と現地再建地域の双方で遊び場活動を実

施してきた。 
 

③ 久保田東プレーパーク（久保田東 3 号公園）計 13 回 のべ 253 名【子どもサポート基金助成】 

防災集団移転促進事業による「六郷地区」に設立された久保田東町内会の集会所に隣接する公園での遊

び場。震災により転居してきた人とそうではない人との間を取り持つ役割も含め、多世代の交流の場とな

ることを目指してきた。今年度は交流サロン｢縁側倶楽部｣との同時開催もすることで、こどもと大人の交

流を促進できるように、まずは大人との関係づくりに取り組んできた。 

「地域にこどもが遊ぶ姿が見られるようになれば、地域の大人との交流の機会も増す」と、今年度も生

き物さがしや刈り取り後の田んぼでの凧揚げなど取り組んできたが、地域環境を活かした遊びはこどもた

ちに定着し、日常の遊びのレパートリーに入ってきたことを感じている。開催時にこどもの方から「生き

物さがしに行こう」と言われることが増えたり、開催日以外にこんな生き物を捕まえたという報告を聞く

機会も増えた。 

久保田東プレーパークは今年度で終了しその後はキッズファームプレーパークにつないでいくこととし

たため、町内会掲示板・チラシなど広報での連携を強めた。新年度も久保田東町内会ではキッズファーム

のチラシを町内のこどもに配布していただけることとなったので、今後も地域とのつながりを切らさずに

活動を継続していきたい。 
 

④ <<連携>>六郷キッズファームプレーパーク 計 12 回 のべ 318 名 【子どもサポート基金助成】 

六郷復興公営住宅のやや北側、久保田東地区からもほど近い場所に開園した六郷保育園を運営する一般

社団法人保育アートラボとの連携事業。継続的な開催によって顔見知りになった六郷保育園の園児と小学

生、中学生が交流し、遊びを通じた異年齢集団が形成されている。 

地域内で連携している「だがしやきち」にも頻繁に顔を出しているという参加者が定着し、だがしやき

ちの屋内空間、六郷キッズファームプレーパークの屋外空間を行き来しながらのびのびと遊び過ごしてお

り、居場所としての機能を果たしていることが感じられる。。 
 

⑤ 東六郷であそぼう（井土地区周辺） 計 3 回 のべ 90【宮城県 NPO 等の絆力を活かした震災復興支援事業】 

六郷東部の現地再建地域において実施している「遊びの原風景」調査で地域の大人から聞いたこどもの

頃の思い出の話を活かす遊び場活動を実施し、今も地域に残るこどもの遊ぶ環境の魅力を再発見し伝えて

いくことを目指した。 

・8/11(月祝)「東六郷であそぼう」（井土浜パーゴラの広場周辺）参加者 36 名  

・10/11(土)「東六郷であそぼう！～田んぼにイナゴを探しに行こう！」（井土浜パーゴラの広場周辺） 

・2/11(水祝)「東六郷であそぼう！氷で遊ぼう」（井土集会所周辺） 

他に、せんだい 3.11 メモリアル交流館・海岸公園冒険広場共催企画「井土の水辺で生きものさがし」を 8/5(火)実施 
 

⑥ 居場所事業「となりのきち」 計 13 回 のべ 325 名 【子どもサポート基金助成】 

六郷地区で活動を続けてくる中で、小学校高学年や中高生を中心に「人と関わりたい」という子たちの

様子が見られ、腰を据えて関われる場の必要性を感じ「だがしやきち」隣接家屋の一室で昨年度スタート

した。対象は中学生以上だが、だがしやに遊びに来た室内が気になる小学生が出入りをして参加者が落ち

着いて過ごすことができなくなってきたため、秋から会場を久保田集会所に移して実施した。これまでよ

りも広い空間に移動したことで、参加者の過ごし方の幅も広がった。 
 

(3)他団体が実施する企画の開催支援等  

まちづくりの新しい取り組みや、プレーパークの開催につながる地域コミュニティの醸成に資する活動へ

の協力依頼もあり、再開した地域のほか、新しくつながった地域からの協力依頼も含め、下記 11 件の依頼
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を受けた。 

○「あらいぐるぐるフェスティバル」協力 5/31(土) 

○わたしのふるさとプロジェクト「六郷東部夏まつり」7/26(土) 

○ドリーム幼稚園父母会 行事協力 8/25(月) 

○だがしやきち「きちまつり」協力 8/1(土) 

○上荒井町内会夏祭り 協力 8/2(土) 

○「なないろ☆ちびっこフェス」協力 9/30(火) 

○東六郷コミュニティ市民委員会 メダカ池整備活動 協力 10/8(水)  

○東六郷コミュニティ市民委員会「六郷東部ふるさと交流祭」協力 10/19(日) 

○井土町内会・井土まちづくり推進協議会「井土プチマルシェ」協力 11/8(土) 

○田子小 PTA 秋まつり 協力 11/8(土) 

○わたしのふるさとプロジェクト「第 10 回 鎮魂の花火」協力  2/28(土)  
 

  (4)交流サロン「縁側倶楽部」等の支援活動の実施  【宮城県 NPO 等による心の復興支援事業補助金】 

遊び場と連携し世代を超えた交流を目指した交流サロン「縁側倶楽部」は、今年度も広報を限定しての開

催となったが、荒井東・久保田東の２か所で計 10 回実施した。 

① 荒井東復興公営住宅集会所「荒井東縁側倶楽部」 （原則第 2 月曜日開催） 5 回 のべ 59 名参加 

6/９（12 名）、9/8（9 名）、12/8（10 名）、2/9（14 名）、3/9（14 名） 

② 久保田東町内会集会所「久保田東縁側倶楽部」 （原則第 4 月曜日開催） 5 回 のべ 54 名参加 

6/23（10 名）、9/29（11 名）、11/17（11 名）、1/26（11 名）、3/9（11 名） 
 

(5)「ふるさとの杜再生プロジェクト」等、沿岸部におけるみどりの再生活動への参画 

仙台市・市民・NPO・企業等の力を結集し市民参加型で海岸防災林をはじめとした東部沿岸地域のみど

りの再生を図る「ふるさとの杜再生プロジェクト」のメンバーとして、沿岸部におけるみどりの再生活動に

取り組んだ。 
 

(6)「のびすく若林」の運営への参画 

2017 年秋に開館の親子ふれあいプラザ「のびすく若林」指定管理者の構成団体として運営（代表団体

は NPO 法人せんだいファミリーサポート・ネットワーク）。週 3 日プレーリーダーを配置し、隣接する若

林区ふるさと広場を活用した外遊びの機会をつくっている。 

日常的な外遊びの取り組み「おそとのびすく」およびイベントの形をとる「おそとのびすくプレーパーク」

を引き続き継続した。常連親子が定着したことで、新たに来る親子の入りやすい雰囲気づくりに寄与し、そ

の状況が続いていることで、今度は受入れられた側が雰囲気をつくる側になっているという循環ができてい

る。また月 1 回出張形式で実施している「おそとのびすく in 木ノ下公園」についても、定着が進んでいる。 
 

 (7) 加瀬沼公園プレイパークの運営【宮城県委託事業】 ２０２５..４月～２０２６.３月 計３２回 ３１４１人 

2025 年度も「宮城県プレイパーク運営等業務委託」を受託（一般社団法人プレーワーカーズとの共同

事業体）し、県立加瀬沼公園内でプレイパークを開催した。 

新管理棟脇のプレイパークエリアで開催しはじめて、2 年目の加瀬沼公園プレイパーク。もともと県内各

地から遊びに来る公園であり、10 月には同公園内にラプラス公園が開園したため、来園者が多い中、プレ

イパークについて知るきっかけの場になっている。 

また、プレイパークエリアだけでなく亀島山周辺の実施や、園内散策に行くなどしながら、公園の自然環

境を活かしてどこでも遊べることを発信した。常連も増え、公園管理者との連携による整備なども行うこと

が増え、プレイパークの定着を感じた。 

※本事業の中では、「プレイパーク」「プレイリーダー」が用いられています。 
 

 (8) 能登半島地震被災地域へのプレーカーの派遣 

2024 年元旦に発生した能登半島地震の被災地地域支援として、現地で遊び場活動に取り組んでいる「一
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般社団法人プレーワーカーズ」に今年度も継続して遊び道具や材料を積んだプレーカー「あそビークル」を

派遣した。なお、プレーカー派遣は４月で終了、これをもって同車は引退とすることとなった。 

 

 
2025 年度は、現中長期計画の三年目となる。同計画の「調査研究・政策提言や団体マネジメント力を

つけるため、事務局体制を強化すると共に、中長期を見据えた人材の確保・育成を可能にする仕組みをつ

くる。職員の雇用方法や働き方についても検討を行う。」という方針を受けて、今年度も海岸公園・ネッ

トワーク事業（北山活動ベース）・事務局それぞれの人員体制を見直した。ただし、職員交代に伴う新た

な事務局体制づくりは引き続き課題となっている。 

収支については、単年度の事業が多い中で財源は安定せず、マイナス決算が 3 期連続となっている。引

き続き、長期的な収支見通しを立てていくことが課題となっている。認定 NPO の強み寄付を増やしてい

くことや、新たな財源の開発は課題となっている。 

 

９．組織運営について   


